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 調査実施日時：2018 年 1 月 20 日－21 日 
 調 査 対 象 者：石巻復興きずな新聞 編集長 岩元暁子氏 
        一般社団法人サードステージ 代表理事 杉浦達也氏／理事 新井英児氏 
        一般社団法人はまのね 代表理事 亀山貴一氏 
 調査メンバー：飯考行(研究代表、社研所員)／佐藤慶一(同所員)、 
所澤新一郎(同客員研究員)、三澤一孔(同客員研究員)、宮定章(同客員研究員)、 
以上、2017 年度社研グループ研究助成 B(飯グループ)メンバー 
大矢根淳(同所員･オブザーバー参加) 







取り調査が 2018 年 1 月 20-21 日、実施された。助成に深く感謝いたします。 








本稿は、2018 年 1 月に宮城県石巻市で 2017 年度社研 G 研 B(飯グループ)メンバーが中心にな
って行なった 3 団体のインタビュー記録をまとめ、若干の考察を加えるものである。 
(以上、大矢根淳) 
 












PBV)は、2011 年 10 月から市内の仮設住宅向けに無料情報紙『仮設きずな新聞』の発行、配布
を続けてきた。｢仮設暮らしに役立つ情報を発信する新聞｣、｢ココロが元気になる新聞｣がコン
セプトで、最大 7,500 部を発行。2016 年 3 月、震災 5 年の節目で PBV が石巻での活動を終える
のを機に、新聞も 113 号で終刊となった。 




 2017 年 1 月 21 日(土)、午前 9:00、石巻復興きずな新聞舎にて、お話をうかがった。 
 
 



























｢あと 1 年半だね｣と言いながら活動しています。月に 1 回発行していて(部数は)仮設住宅が 1,300 部ぐ




























－ 5 － 
―新聞の内容は。 












 元上司には防災･減災の記事を 3 カ月に 1 回ぐらい書いてもらっています。 
 石巻の市民に書いてもらうコーナーもあって、郡部と言われる牡鹿半島、雄勝、北上、河北地区(大
川地区)という石巻の 4 つの地域にそれぞれお住まいの方や、大川に以前住んでいた方、牡鹿や雄勝に



















して、新聞はついでに配る時期が 1 年ぐらいありました。震災から 2 年半か 3 年たったころ、お茶会
に同じ人しか来なくなって｢やっぱり来ない人が心配だよね｣と。また戸別訪問を増やしました。ただ、
人手とお金の問題があって、毎週の発行は難しくなってしまったので、月 2 回になりました。 
配ったときに｢聞いてほしい話がある｣、｢ご近所さんとこんなトラブルがある｣とか、将来の不安、｢行
政に不満がある｣、｢ぜひボランティアさんに聞いてほしい｣とか、ご近所さんとなかなか話せないよう



































































































 助成金を取れるのが運営的には一番楽になるので、もう 1 年度か 2 年度、助成金をいただいてやれ
たらいいなと思っています。取れなかったら形を変えればいいだけで、発行頻度が 2 カ月に 1 度にな
ってしまうかもしれませんし、やり方を変えて、お金がかからないようにする方法もあると思います。
私個人は、このクオリティで、この体制でもう 1 年か 2 年やれるために助成金を取りたいと思います。
助成金は、取れれば苦労を全部忘れて｢活動に専念できる｣という感じです。今もらっている助成金が
3 月で終わるので、今から次年度の助成金を探して、今もらっている助成金の報告書を書きながら、
次の助成金の申請書を書くのが 1 月から 5 月までです。それがまた始まる、という感じです。 
































































































－ 11 － 
―団体ができた経緯から。 
(新井) 私たちは震災以降、石巻で国際 NGO の JEN(ジェン)という団体に所属して復興支援事業に携























(杉浦) だいたい、プレハブ仮設とみなし仮設を合わせて約 2,500 世帯あって約 5,000 名の方が住ま




(新井) 昨年 9 月、石巻市もプレハブ仮設住宅の集約がされました。134 ヶ所以上の仮設団地があっ



























(杉浦) 1 軒 1 軒回っています。市役所から名簿をお預かりし、地図で調べながら探し出して。みな














(新井) 昨年は、私たち 2 人で訪問していました。ほかの受託団体さんは男女ペアで訪問していて、















何か人の役に立てるのではないかと 2011 年 4 月から入ったのです。地元からの採用はアルバイトスタ





(新井) 私が JEN に入ったのは震災の年の 7 月です。そこからコミュニティ支援などを担当しました。
住まいは塩竃市で、毎日通ってきています。たまたま震災で仕事がなくなった状態で、自分も何かで
－ 13 － 































































人が見ていないところはものすごく多い。まず、拾ってみようと 2 人で始めたのです。 
(杉浦) 自分たちがやらないと分からないと思ったので。経験を積んで、みんなで拾えるね、と広が
って、市や県からサポートをもらうようになりました、いまは 2、3 カ月に１回ぐらい、やっています。 
(新井) やるたびに、軽トラック 7、8 台分以上のゴミが集まりました。石巻市からはゴミ袋をいただ
いたり、宮城県からは活動する方の保険のサポートをいただいたり、安心、安全も準備してやってお
ります。 




























－ 15 － 































































































－ 17 － 



























でやり始めて 6 年になります。 








































～60 人ぐらいのお客さんに来ていただきました。震災後、丸 2 年の 3 月 11 日にオープンしたので、3

























 いま、年間 1 万 5,000 人ぐらいのお客様に来ていただいています。5 年でだいたい 7 万人ぐらいに
なります。2 年目は復興関係の方も多くて 1 万 8,000 人ぐらい、3 年目にちょっと落ちたのですが、地
道にやって、またお客様も増えて、だいたい 1 万 5,000 人ぐらいで推移している感じです。 
 カフェができたことで、ファンになっていただいたり、いろいろなつながりができたので、山積し













































今は 8 名とアルバイトで 10 名ちょっと超えますが、みな異端者です。前職が全然違って、カフェで
働いたことのあるスタッフはほとんどいないのです。最初はボランティアからのメンバーで雇用を作
って、仕事が生まれてＵターン組が戻ってきて、根付くようになりました。それを見てまたＩターン
が入って。関わってくれた人が 2 人独立していますし、今年また 2 人、カフェをオープンする予定で











































































































































3 年の事業で、来年 2 年目になるのですが、もう 2 年ぐらいいただいて回そうかなと思っています。






















































































































業を手伝いさえすればお金になるので。1 カ月船に乗ったら 50 万ぐらいすぐ稼げるので。私も駄目だ




























































































2017)や VR の制作と防災訓練(SHIBUYA BOSAI FES20173)での展示、避難後の仮設住宅の需給デ
                                                     
3 渋谷区のホームページ http://shibuya-bosai.tokyo（最終閲覧日：2018 年 5 月 27 日）。制作した VR につ
いて WEB 記事（http://magazinesummit.jp/life/158910117110、最終閲覧日：2018 年 5 月 27 日）が作成公開



























                                                                                                                                          
されている。 
4 2018 年 2 月 14 日（水）18 時半〜21 時（日本看護協会ビル・JNA ホール）に開催。プログラムは、１．
はじめに 山本好（災害復興まちづくり支援機構） ２．話題提供 ①帰宅困難者対策と仮設住宅計画 國
副隆（渋谷区役所）②東京での仮住まいの不足 佐藤慶一（専修大学准教授）③被災地での仮設住宅建設 
原野泰典（坂茂建築設計）④仮設住宅のコミュニティデザイン 小泉秀樹（東京大学教授）３．リレート
ーク＆ディスカッション４．閉会挨拶 大矢根淳（専修大学）であった。専修大学 HP の紹介記事
（https://www.senshu-u.ac.jp/news/20180216-03.html が、本稿執筆時点（2018 年 5 月 27 日）で閲覧可能で
ある。 



















はまのねの亀山氏は、震災前 9 世帯、震災後 3 世帯となった限界集落の自宅を改装し、洗練
されたカフェにして、ツリーハウスや自然学校、森や海での結婚式から研修や学びの場づくり









                                                     
5 内閣府 HP（http://www.bousai.go.jp/kaigirep/hisaishasumai/pdf/ronten_gaiyou.pdf、最終閲覧日：2018 年 5
月 27 日）より。 
6 http://www.reborn-art-fes.jp（最終閲覧日：2018 年 5 月 27 日） 
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